











































































































































1回目 10:00-ll:30 1年生と6年生 65名
<昼休み>
2回臼 12:30-14:00 2年生と5年生 73名



















































































































































































































































図7 児童の作品例 (その 1)
図6 熱心に製作する児童たち
図8 児童の作品例 (その2)
5.考察とまとめ
本研究は,紙という身近な材料を用いて,動くお
もちゃの製作実践を行った､)ペーパークラフトは,
隼に作って楽しむだけではなく,その作業プロセス
での学習内容はすべて学校での学びにつながってい
ることに気づくことである｡
以下に,今回のベーパ-クラフトでの学びについ
て考える｡
① 展開図の表し方については,小学校算数で習う
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が,その書き方は一通 りではない｡作品の仕上
がりの強度,のりしろの取 り方を考慮して適切
な形の展開図にする必要がある｡とくに,低学
年では,はさみを使う技術は未熟であり,切 り
易い展開図にする必要がある｡
② 今回はねずみとライオンという動物のペーパー
クラフトを提示した｡多面体を用いてねずみは
ねずみらしく,ライオンはライオンらしくする
ための工作上の工夫や色づけ工夫が求められ
る｡たとえば,ねずみは口ひげやカールした長
い尻尾,ライオンはたてがみなどが特徴的であ
り,図画工作的観点からみても興味深い.
③ 輪ゴムを引っ掛けるフック部分はのりしろ部と
共用することで作品自体の強度を増しているこ
とに気づく｡
④ はさみを使って正確に切ること,とくに輪ゴム
を引っ掛けるフック部の展開図は複雑なため,
事前にナイフで切れ目を入れておく｡また,後
ろ足を広げた設計にするのは作品自体に安定感
をもたせるためである｡
6.結言
本研究では,ペーパークラフトによる動 くおもち
ゃの製作実践を行い,その内容は次のようにまとめ
られる｡
(1)展開図と立体の関係,のりしろのとり方とで
きあがったときの作品の丈夫さとの関係などが理解
でき,学習できた｡
(2)動物 らしさを出すための工夫を行うことで,
美的感覚を養うことができた｡
(3)ペーパークラフトの実践を通して,道具の使
い方,正確な切断方法,正確な接着方法等でものづ
くりの基礎基本,楽しさを体験することができた｡
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